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人口の高齢化に伴なって老人における骨粗霧症とそれに伴う併発症が国内外ともに

大きな問題となっているが、例えば腰椎の骨折率は腰椎の骨密度 (bonem巴n巴ralde 

nsity: BMD)と密接に関係しており、若年時の最大骨量の約66%に低下すると50%

の症例に、その約47%に低下すると90%の症例に骨折が発生するといわれている。す

なわち、最大骨量が高いと骨折の危険域に達する年齢は遅く、逆に最大骨量が低いと

早く達し、また、閉経後の骨量減少率が小であると骨折の危険域に達する年齢は遅く、

逆に骨量減少率が大であると早期に危険域に達するとL寸。

そこで実際には老人や閉経期婦人にカルシウム摂取の増加を奨励して、閉経後の骨

量減少率をできるだけ小さくしようとする試みが種々行われているが、若年時にカル

シウム摂取量を増加させて最大骨量を増加させようという臨床試験は殆どおこなわれ

ておらず、また経口摂取するカルシウム量をどのくら増加させれば、最大骨量がどの

くらい増加するかも殆ど知られていない。従ってこの問題について、若年女性の協力

を得て、 randomizedclinical trialを行おうとするものである。しかし、以下の方法

にしめしたように、この試験は長期の試験であり、この報告書では前値(観察期)の

測定値のみを報告する。

方法

目的に賛同した東京逓信病院看護学院生 (20歳)のボランテイアを対象とした。

試験期間は I年ないし l年半で、図 lのように、初めの半年間は観察期とし、カル

シウム!日400mg(牛乳で400me)を過剰に摂取して半年後に差が見られた時には l年

で終了し、差が見られなかった時には更に半年間延長する。
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骨塩量調IJ定は 6カ月毎にDEXAで行い、 3カ月毎に血清Ca、P、総コレステロー

ル、トリグリセリド、 Al~P 、 GOT 、 GPT 、 α~GPT、オステオカルシン、及

び、尿中ピリジノリン、ハイドロオキνプロリンなどを測定する。

成績

表 lにしめしたように、骨量密度は全例いはゆる正常範囲にあった。また、表 l及

び表2に示したように、カルシウム代謝に関係の深い血清総蛋白、アルブミン、Ca、

P、及びオステオカルリン濃度並びに尿中ピリジノリン、デオキシピリジノリン、及

びハイドロオキシプロシンも全て正常範囲にあった。また、表3にしめしたように、

血清脂質濃度及び肝機能検査成績も全て正常範囲にあった。

表1. 症例特性、骨量密度及び血清カルシウム代謝関連物質濃度

表2. 尿中骨代謝関連物質濃度

表3. 血清脂質及び肝機能検査成績

Eヨ1

K観察期関税一牛乳摂取期間一一討

/引¥1/引 ¥1/引¥|
①②③④⑤⑥⑦  

①、③、⑤、⑦ :DEXAによる腰椎骨塩量測定(6カ月毎)

①、②、③、④、⑤、⑥、⑦ 採血 (1血清Ca.P.総コレステロール，トリグリセリ

ド.AトP.GOT. GPT. a~GTP. 及びオス

テオカルシン)測定(3カ月毎)

:採尿(ピリジノリン、デオキシピリジノリン、及びハ

イドロオキシプロリン)測定(3カ月毎)
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